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ヌ ー ヴ ェル ・ヴ ァ ー グ の 映 画 音 楽

そ の1

小 潟 昭 夫

 ヌー ヴ ェ ル ・ヴ ァ ー グ の音 楽 が 映 画 音 楽 に お け る ヌー ヴ ェ ル ・ヴ ァ ー グ と

な っ た か と い う問 に は、 い わ ゆ る ヌ ー ヴ ェ ル ・ヴ ァ ー グ映 画 と いわ れ る作 品

に音 楽 担 当 と して 共 同 作 業 した 作 曲家 た ち の音 楽 と、 そ れ 以 前 の フ ラ ソ ス映

画 黄 金 時 代 の、 い わ ゆ る 〈良 質 の 〉 映 画 に お け る作 曲 家 た ち の 音 楽 との あ い

だ に、 どれ ほ どの違 い 、 どれ ほ ど の落 差 が あ る の か と い う問題 が あ るが 、 こ

こで は ヌ ー ヴ ェル ・ヴ ァ ー グ 映 画 に関 わ った 作 曲 家 を 中 心 に 考 察 した い 。

 1950年 代 後 半 か ら1960年 代 前 半 に渡 って 席 巻 した ヌ ー ヴ ェル ・ヴ ァ ー グ現

象 に お い て 、 ロジ ェ ・ヴ ァデ ィム 『素 直 な悪 女 』(1956)、 ル イ ・マ ル 『死 刑

台 の エ レベ ー タ ー』(1958)、 ト リ ュ フ ォ ーや ゴ ダ ー ル の 短 編 映 画 『あ こが

れ 』('57)、 『水 の話 』('58)と い った ヌー ヴ ェル ・ヴ ァー グ準 備 作 品 に お け る

音 楽 に お い て は 、 自由 な女 の 象 徴 で あ る ブ リジ ッ ト ・バ ル ドー の、 太 も も を

見 せ て踊 る大 胆 な演 技 に呼 応 す る黒 人 音 楽 チ ャチ ャチ ャの リズ ム(音 楽 担 当

t一 ル ・ミス ラキ)、 夫 の 社 長 を 愛 人 の青 年 医 師 ジ ュ リア ソ に 殺 害 さ せ た 社 長

夫 人 が 、 パ リの夜 の街 路 を彷 徨 うシ ー ンで 奏 で られ る マ イ ル ス ・デ イ ヴ ィス

の トラ ソペ ッ トの 即 興 演 奏 、 自転 車 に 乗 っ て 軽 快 に 走 る ベ ル ナ デ ッ ト ・ラ

フ ォ ソ を 追 い か け る よ うな モ ー リス ・ル ル ー の 音 楽 、 洪 水 の た め に 道 草 を

食 っ て しま うパ リへ の 道 行 き の 底 流 に流 れ る ク ラシ ック音 楽 に 突 然 闖 入 す る

打 楽 器 の繰 り返 しな ど、 新 しい 試 み が 垣 間 見 られ るが 、1959年 の 映 画 状 況 の

な か で ジ ャ ソ ニ リ ュ ック ・ゴダ ール 『勝 手 に しや が れ 』、 フ ラ ン ソ ワ ・ト リ ュ

フ ォー 『大 人 は判 って くれ な い 』、 ク ロ ー ド ・シ ャ ブ ロル 『い と こ同 志 』、 エ

リ ック ・ロ メ ー ル 『獅 子 座 』、 ア ラ ン ・レネ 『二 十 四 時 間 の 情 事 』 と い う若 い
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監 督 た ち の映 画 音 楽 は どの よ うな特 徴 が 見 られ るで あ ろ うか。

 他 方 、 音 楽 学 の専 門 家 フ ラ ソ ソ ワ ・ポ ル シ ル に よれ ぽ、 ヌ ー ヴ ェル ・ヴ ァ ー

グの 映 画 音 楽 を 担 っ た 作 曲家 は 、 ジ ョル ジ ュ ・ ドル リュ、 ア ン トワ ヌ ・ア ユ

ァ メ ル 、 ピエ ー ル ・ジ ャ ン セ ソ、 モ ー リス ・ジ ャー ル 、 ミシ ェル ・ル グ ラ ソ

と い っ た若 い 世 代 の 音 楽 家 た ち で 、 しか も彼 らの映 画 音 楽 との 関 わ り方 は 、

シ ャ ブ ロル に直 に 映 画 音 楽 を作 りた い と願 っ て受 け 入 れ られ た ジ ャ ンセ ソ、

す で に短 編 映 画 や コマ ー シ ャル 映 画 で働 い て い て 映 画 音 楽 の 原 理 を知 って い

た ドル リュや デ ュ ア メ ル、 ：オ ー ケ ス トラで 活 躍 して いた ミシ ェル ・ル グ ラ ソ、

TNPで 舞 台 音 楽 を 担 当 し て い て映 画 監 督 の ジ ョル ジ ュ ・フ ラ ン ジ ュに 誘 わ

れ た モ ー リ ス ・ジ ャー ル の 場 合 の よ う に、 そ れ ぞ れ 異 な る が 、彼 ら が
シ ネ フ イ ル

映 画 愛 好 家 の 音 楽 家 の世 代 に属 して い た こ とは確 か だ。

 映 画 監 督 の 方 も、 ア ラ ン ・レネ や ピエ ー ル ・カ ス トや ド ・プ ロ カの よ うに 、

映 画 音 楽 だ け で な く、 い わ ゆ る 音 楽 文 化 に精 通 し て い た 。 ロ メ ー ル 『獅 子
                                                     の         

座 』 の な か で 、 乱 痴 気 騒 ぎ の ホ ー ム パ ーテ ィー 中 、 ジ ャソ ー リュ ック ・ゴ

ダ ー ル そ の 人 が 役 者 と し て ひ と りプ レー ヤ ー の傍 で 何 度 も針 を 止 め て 聞 き返

し て 、 ク ラ シ ック音 楽 を 聴 い て い た シ ー ソ に 代 表 さ れ る よ うに、 ヌ ー ヴ ェ

ル ・ヴ ァ ー グ の 監 督 た ち は 音 楽 通 だ。

 ル イ ・マ ル の恋 物 語 『恋 人 た ち 』(1958)の 冒 頭 で 奏 で られ る ブ ラ ー ム ス の

弦 楽 六 重 奏 曲第 一 番 変 ロ長 調 第 二 楽 章 の穏 や か で 重 厚 な しか し甘 く感 傷 的 な

旋 律 は、 ク レデ ィ ッ ト ・タ イ トル 、 新 聞 社 社 長 夫 人(ジ ャ ソ ヌ ・モ ロ ー)の

館 の 付 近 を 闇 夜 の散 策 を す る夫 人 と青 年 ベ ル ナ ー ル との 抱 擁 、 そ して 館 で の

情 交 、 そ して 二 人 だ け で 遠 くへ の 逃 避 行 とい った シ ー ンで 流 れ る。 主 題 と六

つ の 変 奏 曲 に コー ダ か ら な る この 曲 は 、青 年 ブ ラー ム スが ク ラ ラ ・シ ュー マ

ソ に想 い を 寄 せ る青 春 の 甘 い 、 ロ マ ソ テ ィ ック な旋 律 と重 な るか の よ うに 、

夜 と水 の イ メ ー ジ に 包 まれ た ジ ャ ン ヌ(・ モ ロー)の 魂 の状 態 を 表 象 して い

る。 そ れ に対 し て ス トイ ック な 緊 迫 感 に 満 ち た 映 像 と音 響 を 作 り出 した ロ

ベ ー ル ・ブ レ ッソ ン 『ス リ』(1959)で は、J.=B.リ ュ リの峻 厳 な 音 楽 が ミ

シ ェル と い う神 な き人 物 の世 界 に響 き渡 る。 ジ ャ ック ・ ド ゥ ミの 『ロ ー ラ』

(音 楽 担 当 ミシ ェル ・ル グ ラ ン1961)で は 、 ベ ー トー ヴ ェン の 「交 響 曲 第 七
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番 」 の 第 二 楽 章 、 憂 愁 と慰 め が 交 錯 す る あ の 不 滅 の ア レ グ レ ッ ト(映 画 の導

入部 、 ミシ ェル の テ ー マ と終 結 部 、 ミシ ェル の テ ー マ)や モ ー ツ ァル ト 「フ

ル ー トー協 奏 曲 二長 調 」(カ サ ー ル とセ シ ル 親 子 と の 会 話 中)バ ッハ の 「平 均

律 ク ラ ヴ ィア 曲 ハ 長 調 プ レ リュ ー ド」(セ シ ル と ア メ リカ 人 水 兵 フ ラ ソ キ ー

二で 遊 園 地 の メ リー ゴ ー ラ ン ドに い っ し ょに 乗 る幸 福 な 時)そ し て ウ ェ ー

バ ーの 「舞 踏 へ の 勧 誘 」(ダ ン サ ー を 目指 す 女 の 子 セ シ ル と母 との 対 話 中)

を 使 っ て い るが 、 と りわ けバ ッハ は至 福 の 時 を 表 象 して い る。 この 第 二 楽 章

を 映 画 の 冒頭 と終 結 部 で 使 う こ とで 、 ア メ リカ兵 との 束 の 間 の浮 気 や 幼 な じ

み の 青 年 との 再 会 に もか か わ らず ミシ ェル を 心 の奥 で 待 っ て い る ロー ラの 信

念 が 表 象 され て い る。 トリ ュ フ ォ ー の 自伝 的 な映 画 い わ ゆ る ド ワネ ル もの 第

二 作 『二 十 歳 の恋 』(音 楽 担 当 、 ジ ョル ジ ュ・ドル リュ、1962)の 主 人 公 ア ン

トワ ヌは 、 朝 起 き るや レ コ ー ドの ジ ャ ケ ッ トか らバ ッハ の レ コ ー ドを取 り出

して、 ポ ー タ ブル ・プ レイ ヤ ーで 聴 き始 め る。 しか も ドワネ ル は レ コ ー ド会

社 フ ィ リ ップ ス の社 員 で あ り、 コン サ ー トで の コ レ ッ トとの 出 会 い が 恋 の は

じま りと い う設 定 か らか 、 シ ャ ン ソ ン、 バ ッハ 、 サ ル ・プ レ イ エ ル の 演 奏 、

ロ シ ア音 楽 、 モ ー リス ・ル ル ー 、 バ ッハ のG線 上 の ア リア、 実 験 音 楽 の 講 演
                                                        

会 の 誘 い等 々 、 も っ ぼ ら音 楽 が物 語 を 牽 引 して い る。 と りわ け サ ル ・プ レ イ
                              

エ ル で ベ ル リオ ー ズ 『幻 想 交 響 曲 』 の 第 二 楽 章 を 演 奏 中 、 音 楽 の 高 ま り と共

に ア ソ トワ ヌの 恋 す る感 情 の高 ま りを 表 現 す る切 り返 し シ ョ ッ ト(ア ン トワ

ヌの 視 線 と コ レ ッ トの手 や 組 ん だ 脚 の 動 き そ れ に オ ー ケ ス トラの 演 奏 場 面 を

交 互 に映 す)の 多 用 は 、 カ ッテ ィ ン グ さ れ た 映 像 と音 楽 と の相 乗 効 果 に ほ か

な ら な い。 この 演 奏 会 の 終 結 は 、 第 四 楽 章 の け た た ま し い終 わ り方 で 拍 手 に

包 まれ た オ ー ケ ス トラ と指 揮 者 、 そ れ に観 客 の 映 像 で 終 わ る。 ロ ジ ェ ・ヴ ァ

デ ィム 『戦 士 の 休 息 』(音 楽 担 当 ミシ ェル ・マ ー ニ ュ)は 、 バ ッハ の 教 会 カ ソ

タ ー タ を模 倣 した 曲 で あ り、BBに 魅 せ られ た 男 ロベ ー ル ・オ ッセ ソ の複 雑

な感 情 、 この 映 画 の 官 能 的 で あ る と 同時 に 宗 教 的 な雰 囲 気 を表 現 し て い る。

女 性 監 督 ア ニ ェス ・ヴ ァ ル ダ は 、 『幸 福 』(1964)で 全 編 モ ー ツ ァ ル トの ク ラ

リネ ッ ト五 重 奏 曲 を 使 って 、 牧 歌 的 な 曲 調 の 中 で 幸 福 に 暮 らす 一 家 に 突 然

や っ て くる不 幸 を 描 い て い る。 ウ ィ リア ム ・ク ラ イ ン 『ポ リー ・マ グ ーお 前
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は誰 だ?』(音 楽 担 当 ミシ ェル ・ル グ ラ ソ1966)の 冒 頭 の未 来 フ ァ ッシ ョン ・

シ ョーで 流 れ る音 楽 も ま た 、 熱 情 的 な コ ー ラス と トラ ソペ ッ ト、 ダ イ ナ ミ ッ

ク な リズ ム そ して 大 き な メ ロ デ ィ ーを 特 徴 と した バ ッハ を 模 した 教 会 カ ソ

タ ー タで あ った 。 こ う見 て くる と、 作 曲家 た ち も積 極 的 に ク ラシ ック音 楽 を

利 用 し て い るが 、 そ の利 用 の 仕 方(編 集)に お い て ヌ ー ヴ ェル ・ヴ ァ ー グ 的

特 徴 を 見 出す こ と が 出 来 る か が課 題 と な ろ う。 一 つ だ け 気 が つ い た こ とが あ

る。 第 一 楽 章 で は な く、 なぜ か第 二 楽 章 が 多 用 され て い る こ とだ 。 ベ ー トー

ベ ン にせ よ、 ベ ル リオ ー ズ にせ よ、 ブ ラー ム ス にせ よ、 第 一 楽 章 の 速 い テ ン

ポ 、 威 勢 の い い ア タ ック、 いわ ば 外 に 向 け て か き 鳴 らす 音 楽 で あ る の に対 し

て 、 第 二 楽 章 は ア ソ ダ ソ テや モ デ ラ ー トとい った ゆ るや か な テ ン ポ で穏 や か

か つ 内 に 向 け られ た きわ め て 内 面 的 な音 楽 で あ る。 情 愛 の音 楽 、 内 に秘 め た

心 の音 楽 と い っ た様 相 を呈 して い る。

 特 に ジ ャ ン=リ ュ ック ・ゴダ ー ル 『勝 手 に しや が れ 』 の映 画 音 楽 は 、 な ら

ず 者 ミシ ェ ル ・ポ ワカ ール(ジ ャ ン ー，一}；一 ル ・ベ ル モ ン ド)の 父 が ク ラ リネ ッ

ト奏 者 だ とバ ト リシ ア(ジ ー ソ ・セ バ ー グ)に 言 う場 面 で 、 モ ー ツ ァル トの

ク ラ リネ ッ ト協 奏 曲 が 流 れ る が 、 全 般 的 に は ジ ャズ 、 シ ャン ソ ン、 イ ェ イ

イ ェ イ、 デ ィ ク シ ー ラ ン ドな ど様hな 音 楽 が 次 か ら次 へ と登 場 す る。 さ な が

らパ ッチ ワ ー クだ 。 い か に モザ イ ク状 の映 画 音 楽 で あ る か、 検 討 し てみ よ う。

 「この 映 画 はB級 映 画 会 社 の モ ノ グ ラ ムに 捧 ぐ」 とい う献 辞 の 画 面 に 、 ピ

ア ノ の ア ル ペ ッ ジ オ=分 散 和 音 、 同 じ 旋 律 を ト ラ ン ペ ッ トが 追 い か け る

(A)。 この 短 い断 章 は 映 画 の全 編 に繰 り返 し形 を変 えて 演 奏 され る。 港 町 で 、

車 を盗 ん だ 悪 党 は 「連 れ て っ て よ」 と女 に 言 わ れ る が 、 「チ ャオ 」 と別 れ を

告 げ て 、Maintenant je fonce， Alphonse(=フ ォ ソ ス ・ア ル フ ォン ス は 音 響

的 な駄 洒 落 で 、 さ あ 出 発 だ の意 味)と 叫 ん で 、 車 を 発 進 さ せ た あ と、弦 楽 器

の 快 活 な小 テ ー マ が 流 れ る(B)。 田 園 の 国 道 を 突 っ走 る。 そ して ラ ラ ラで

は じ ま る朗 々 と した ベ ル モ ン ドの 歌 「Buenas Noches my amor」(プ ェナ

ス ・ノチ ェ ス ・ ミ ・ア モ ー ル=こ ん ぽ ん は、 ぼ くの 恋 人 よ)な ぜ か ス ペ イ ン

語 で あ る。 パ ッパ ッ、 パ パ パ 、 バ ト リシ ア、 パ ー ト リー シ ア と歌 う。Patrie

(祖 国=故 郷)とPatricia(女 の 名)の 音 響 的 な 遊 び。 バ ト リシ ア は ア メ リ
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カ の ニ ュ ー ヨー カ ーだ 。 ミシ ェル の モ ノ ロ ー グ(お 金 を受 け取 っ て 、 バ トリ

シ ア に ウ イか ノ ンか た ず ね て)の あ と、 再 びrBuenas Noches my amor」

(ブ ェナ ス ・ノチ ェ ス ・ ミ・ア モ ー ル)を 繰 り返 し、 ミ ラ ー ノ… ジ ェ ノ ー ヴ ァ

… ロー マ と声 を 高 め て、 警 笛 の 鳴 るな か 全 速 力 で 突 っ走 る。 軽 い タ ッチ の音

楽 が流 れ る。 ラ ジ オ の ス イ ッチ を 回 す と、 ジ ョル ジ ュ ・ブ ラ ッサ ン スの シ ャ

ン ソ ソ 「il n'y a pas d'amour〔heureux〕 」 が 車 の ラ ジ オ か ら聞 こ>xる 。 が 、

い き な り切 れ る。 この シ ャ ン ソ ソ は 、 映 画 の 終 結 部 で 、 ミシ ェル の 台 詞 と

な って 繰 り返 さ れ る こ と に な る。 冒 頭 の ア ル ペ ッジ オ の 繰 り返 し(A)。

マ ー シ ァル ・ソ ラ ル の ジ ャ ズ音 楽 。 ピ ス トル の 銃 撃 音 。 追 い越 しの あ と、警

察 に 追 わ れ る。 警 官 を殺 害 した 後 、 ベ ル モ ソ ドが 田 園 を 走 り去 って い く。 逃

走 の テ ーマ の繰 り返 し(C)。 新 聞 を 買 う。 ピ ア ノ曲 。 ホ テ ル に 忍 び 込 む 。

新 聞 を見 な が ら歩 く。 ピア ノ音 。 女 友 達 の トラ ソジ ス タ ー ラジ オ か ら流 れ る

イ ェイ ェ イの 歌 声 。 ニ ュ ー オ リン ズ風 の デ ィク シ ー ラ ン ド・ジ ャズ(D)。 そ

し て場 面 は シ ャ ン・ゼ リゼ に変 わ り、 「ニ ュー ヨ ー ク ・ヘ ラル ド・ト リ ッ ビュ ー

ソ、 ニ ュ ー ヨー ク ・ヘ ラル ド ・ ト リ ッ ピ ュー ソ」 と呼 び声 を 上 げ な が ら、 新

聞 売 り子 バ ト リシ ア(ジ ー ソ ・セ バ ー グ)が 通 りを歩 い て い る。 再 会 に奏 で

られ る甘 く さわ や か な弦 楽 器 の音 楽=愛 の テ ー マ(E)。 「ロー マ に い っ し ょ

に 行 か な い か?」 と誘 うベ ル モ ソ ド と英 語 訛 りの フ ラ ソ ス語 を話 す ジ ー ソ ・

セ ・ミー グ との シ ャソ ゼ リゼ 通 りで の 歩 行 。 今 夜 の デ ー トの 約 束 を して 別 れ る

が 、 バ ト リシ ア は思 い直 した よ うに ミシ ェル の方 へ 走 り寄 りキ ス を す る。 吹

奏 楽 の演 奏 と と も に盛 り上 が る。 交 通 事 故 を 目撃 した あ と、 ピ ア ノに よ る逃

走 の テ ー マ(C)が 、 ミシ ェル の 歩 行 と と も に 奏 で ら れ る。 警 官 が ミ シ ェ

ル ・ポ ワ カ ール を追 跡 し て い るあ いだ 、逃 走 の テ ーマ(C)が 何 度 も繰 り返

され る。 冒 頭 の ア ル ペ ッジ オ の 変 奏 曲。 ミシ ェル が 新 聞 を 開 き なが らジ ョル

ジ ュVの 通 路 の 階 段 を 降 りて 行 く と、 逃 走 の テ ー マ が 繰 り返 され る。 愛 の

テ ー マ(E)。 逃 走 の テ ー マ の変 奏 曲(C')  トイ レ で 警 部 を や っつ け る。

ポ ワカ ール とバ ト リシ ア が再 会 し て 、街 路 を歩 く。 逃 走 の テ ー マ とテ ィ ンパ

ニ ー の 打 音 。 車 の 中 の二 人 。 フ ル ー トに よ る愛 の テ ー マ(E')。 ア メ リカ人

新 聞記 者 とバ ト リシ ア の ラ ソ デ ヴ ー。 ミシ ェル の 尾 行 。 逃 走 の テ ー マ  薪
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聞 記 者 とバ ト リシ ア が キ ス。 ジ ャズ 音 楽 の な か で 。 ピ ア ノ と トラ ン ペ ヅ トで

奏 で られ る冒 頭 の ア ル ペ ッジ オ の テ ー マ(A')。 バ ト リシ ア の ホ テ ル の室 内

で の 長 い対 話 中 、 と き ど き マ ー シ ャ ル ・ソ ラル の ピ ア ノ が流 れ る。 愛 の テ ー

マ の変 奏 曲 を ピア ノ で(E')バ ト リシ ア が ミシ ェル を 見 つ め る と き、 冒 頭

の ア ル ペ ッジ オ(A')。 そ して 抱 擁 。 ク ラ シ ック の ピ ア ノ曲 が流 れ る。 モ ー

ツ ァル トか 。 そ して ピ ア ノに よ る ジ ャズ 。 逃 走 の テ ー マ(C)が 混 じ る。 全

て か 無 だ よ、 と答>xる ミシ ェル の 台 詞 の 背 景 音 は 愛 の テ ー マ(E')と 逃 走

の テ ー マ(C')の ミッ ク ス。 ラ ジ オ 放 送 の 音 楽 番 組 。 ミシ ェル が 歌 う。 二

人 は キ ス。 音 楽 鳴 る。 車 を盗 んで 、 カ フ ェで 待 つ バ ト リシ アの 元 に く る。 軽

い ジ ャ ズ。 イ ン タ ヴ ュー が終 わ っ て 、 冒 頭 の ア ル ペ ッジ オ(A)と 恋 の テ ー

マ(E)。 きわ め て リズ ムの 早 い ピア ノ と太 鼓 の 音 の 繰 り返 し に よ る追 跡 の

テ ーマ(F)。 シ ャ ンゼ リゼ の新 聞 社 へ 。 警 察 が 追 っ て くる。 訊 問 。 ミシ ェ

ル の載 っ て い る フ ラ ソス ・ソ ワー ル が 見 せ られ る。 ミシ ェル と警 察 の 追 い つ

追 わ れ つ の な か で 、 逃 走 の テ ー マ(C)が 流 れ る。 フ ラ ン ス 国歌 。 映 画 館 で

警 官 に追 わ れ るバ ト リシ ア。 ミシ ェル と映 画 を 見 る。 警 察 に追 わ れ て い る男

の 緊 迫 感 を表 す 音 楽 を繰 り返 す(F')。 逃 走 の テ ー マ 。(C)こ う し て逃 走

中 の隠 れ 家 で あ る ス タ ジ オ に 行 き、 モ ー ツ ァ ル トの ク ラ リネ ッ ト五 重 奏 曲 へ

と繋 が るの だ が 、 映 画 が 大 団 円 に向 か うに連 れ て 、 激 し く早 い リズ ムを 伴 っ

て、 音 楽 と映 像 とが 呼 応 して い く。 バ ト リシ ア の 密 告 電 話 の あ と も ど っ て く

る とモ ー ツ ァル トの ク ラ リネ ッ ト五 重 奏 曲 が相 変 らず 流 れ て い る。 そ し て カ

ソ パ ー ニ ュ ・プ ル ミエ ー ル通 りで 警 察 に 撃 た れ た ミシ ェル が ふ らふ ら に な っ

て走 って い く と き、 な が れ る音 楽 。 野 垂 れ 死 に した ミシ ェル を追 うバ トリシ

ア が 、 彼 に 「お前 は ひ で え女 」 と言 わ れ た 最 後 は 、 愛 の テ ー マ(E)で 終 わ

る が … 。

 『勝 手 に しや が れ 』 の 映 画 音 楽 は、A)二 重 奏 に よ る ア ル ペ ッジ オ B)

軽 い タ ッチ の音 楽 C)逃 走 の テ ー マ D)デ ィ ク シ ー ラ ソ ド ・ジ ャズ E)

愛 の テ ー マ F)追 跡 の テ ー マ (G)モ ー ツ ァ ル トの ク ラ リネ ッ ト五 重 奏

曲 な どで 構 成 され て い るが 、 そ の 他 に レ コ ー ドプ レ イ ヤ ー か らの ピ ア ノ曲 、

ラ ジ オ か ら聞 こ え る シ ャ ソ ソ ン、 イ ェイ イ ェ イ、 パ レ ー ドで の 国 歌 ラ マ ル セ
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イ エ ーズ な どあ らゆ る ス タ イル の音 楽 を 貼 りつ け て い る。 こ の意 味 で きわ め

て 自由奔 放 な音 楽 編 集 こそ ヌ ー ヴ ェル ・ヴ ァー グ の 映 画 音 楽 の 先 鞭 を なす ゴ

ダ ー ル 流 のや り方 で あ っ た と い え よ う。

 パ ッチ ワー ク 的 ゴ ダ ー ル の 映 画 音 楽 に 対 し て 、 ア ラ ン ・レ ネ の音 楽 は ジ ョ

ヴ ァ ソ ニ ・フ ス コ と ジ ョル ジ ュ ・ ドル リュ の協 力 を 得 て きわ め て精 緻 か つ 豊

饒 な様 相 を呈 して い る。 ア ラ ン ・レネ の 映 画 音 楽 へ の関 心 は、 並 々 な ら ぬ も
                   コ                    

のであったよ うで、このきわめて難解な実験的な映画を理解 しやす くした も
                             り                    

の こそ 、 ジ ョ ヴ ァ ン ニ ・フス コ の音 楽 に ほ か な らな い。 広 島 に来 て 「反 戦 映

画 」 を撮 っ て い る フ ラ ソ ス人 女 優(エ マ ニ ュエ ル ・リ ヴ ァ)に 、 日本 人 建 築

士(岡 田 英 次)が 恋 に落 ち るが 、 彼 女 は 二 十 四 時 間 後 に は 日本 を去 ら な けれ

ぽ な らな い 、 とい う物 語 の設 定 で あ る。 裸 の男 女 の 抱 擁 シ ー ン、 ドキ ュ メ ン

タ リー ・タ ッチ の広 島 原 爆 資 料 館 の シ ー ン、 被 爆 当 時 の映 像 そ の もの 、 大 田

川 を 中心 と し た広 島 の シ ー ン、 ロ ワー ル 川 を 中心 と した ヌ ヴ ェー ル の シ ー ン、

と りわ け フ ラ ン ス 女 性 の青 春 時 代 の映 像 、 カ フ ェで 男 女 が語 ら うシ ー ン、 広

島 の街 の シ ー ン な ど過 去 と現 在 の映 像 の 断 片 が 、 エ マ ニ ュエ ル ・ リヴ ァ の セ

リ フ(シ ナ リオ は マ ル グ リ ッ ト ・デ ュ ラ ス に よ る)の 背 景 と し て複 雑 に編 集

され て い る。 編 集 担 当 の ア ン リ ・コル ピが 「カ イエ ・デ ュ ・シ ネ マ 」103号 、

1960年1月 で 『広 島 の音 楽 』 と題 して 、 以 下 の 興 味 深 い表 を 提 示 した 。

映  像 音  楽 時 間

1.プ ロ ロー グ

1 ク レ ジ ッ トタ イ トル 忘却 の テ ーマ 1分40秒

2 身体 身 体 の テ ー マ ピア ノだ け 、 それ

か らオ ー ケ ス トラ

3 病院 そ れ か ら ビオ ラ と コソ トラバ ス に

よる(白 い)音 楽

4 身体 身体のテーマに解消 2分09秒

5 平和記念資料館 平和記念資料館のテーマ、すぼや

く、不 安 げ なの は 、散 歩 者 の の ろ

さ と コン トラス トを なす
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6 身体 身体のテーマに解消 2分18秒

7 マ ネ キ ン 、 ド キ ュ メ ン ト 平和記念資料館のテーマ 1分10秒

8 廃 墟 、 負傷 者 、 目 負 傷者 の テ ーマ 、 ホル ンの あや う

いまでに甘美 な音楽、それか ら廃

墟Aの テーマ 荒廃 した市にホル

ンで 区切 られ た ピ ッ コロ、 そ れ か

ら廃 墟Bの テ ーマ

9 身体 それか ら身体の テーマへ解消 1分47秒

10 生存者たち 廃 墟Bの テ ー マ、 そ れ か ら廃墟A

の テ ー マ

11 身体 それか ら解消 44秒

12 原 爆 、 魚 、 デ モ(行 進) 平和記念資料館のテ ーマ、負傷者 1分09秒

の テ ーマ 、 ピア ノの連 打 音

13 取 るに足 らぬ思い出品、観光 観 光 の テ ーマ、 ち ぐは ぐな音 楽 、

忘 却 の テ ーマ に近 い

14 ドー ム の5つ の眺 め それか ら(白 い)音 楽

15 身体 それから身体のテーマへの解消 1分08秒

16 再建 、“ふ た た び は じ ま るだ ろ う” 負傷 者(変 形)の テ ーマ 、 ビオ ラ 50秒

と コ ソ トラ バ ス の ユ ニ ゾ ソ

17 大田川 川(変 形)の テ ー マ

18 身体 そ れ か ら身 体 の テ ー マへ の解 消、 47秒

ピア ノ

19 トラ ヴ ェ リン グ、広 島 の街 身 体 の テ ー マ、 オ ー ケ ス トラ 1分15秒

騒音 と対話 につな ぐ
一

II.夜 と午 前

20 恋人たちの発見、彼の笑 い

21 朝 の4時 、戦争、広島が話題

22 夜 明 け、 ヌ ヴ ェール が話 題

23 朝 、 バ ル コ ニ ー=テ ラ ス 川 の テ ーマi幸 福 の 音楽 35秒

眠る彼 と、動 く手 と血まみれ の顔 それ から不安 な不協和音へ の移行 15秒

(ド イ ツ人)の 束 の 間 の あ らわ れ

…それか ら対話 く眠 っているとき

あなた の手は動 くわ〉

24 シ ャ ワー ：〈ぼ くは昨 日の 夜 あ の

ヵ フ ェで あん た に会 った ね〉
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バ ル コ ニ ー.〈 フ ラ ソ ス の 広 島

だ った って な んだ ね?〉

〈わ た しは ヌ ヴェ ール に いた わ 〉

化粧台 く私はあんたの人生で最初

の 日本人です か?〉

〈世界全体は楽 しか った〉 抒情のテーマ(平 和記念資料館の 30秒

テ ー マか ら出 て く る)

部屋 ：〈わた しの道徳は疑わ しい〉

〈また 会 い た い〉

回 廊 ：〈そ う、 ヌ ヴ ェー ル で は 気

狂 い〉

平和広場 に面 した ホテル前 で ：

〈わた しの狂気〉

〈私 には子供 がいたわ〉

〈あなた にまた会 いた い一 だめ

よ〉

III.日 中

撮影]

撮影準備 すぼや く見事な音楽素描 20秒

シ ュ ロの木 くあ な た は見 つ けや す

い〉、<ヌ ヴ ェール の こ と考 え た

わ〉、<あ いかわ らず あんたの飛行

機は明 日かね?〉

映画撮影 のために行列 (日本の伝統音楽 、歌 と踊 り) 3分

恋人たちは見失 っては見出す (学 生 た ち の一 本 調 子 の 叫 び、

ワ ッ シ ョ イ 、 …)

日本人宅 の室内]

サ ロ ン ：〈奥 さん は ど こ?〉

〈わ た し も ま た 、夫 と い っ し ょで

幸 せ よ〉、電 話 の ベ ル、 キ ス。 身 体 の テ ー マ

〈私のために午後休 むの〉

寝 床 ：恋 人 た ち、 ドイ ッ人 、 〈ヌ め い っ ぱ い 強 烈 にi広 島=ヌ 2分

ヴ ェ ール で だ った わ 〉 自 転 車 に ヴ ェ ール が 交 互 に 続 け ら れ 、 ヌ

乗 った彼 女。〈私 たちが 出会 った ヴ ェ ール の喚 起 は テ キ ス トが な く、

わ 〉 それか ら葬送行進曲形式のテーマ

へ移行
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廃 墟 、 納 屋 、〈そ して 彼 は死 ん だ

わ〉死んだ男の庭

36 寝 床 ：くわ た しは18歳 〉 身体 の テ ーマ の繰 り返 し

ピアノを弾 く彼女

走 る彼女 そ れ か ら陽 気 で す ぽ や い ヌ

ヴ ェ ー ル の テ ー マ

納屋の中の恋人たち それから身体のテーマへ移行 48秒

37 寝床 ：<どうして彼 の ことを話す 抒情 の テ ーマ 55秒

か?〉 、くそれ は そ こだ か ら、 と思

えたか ら>3度 繰 り返す

38 目 覚 め 、 そ れ か ら くこ こ を 出 た ピ ッ コFIと ギ タ ー に よ る 川 の テ ー 45秒

い〉 マ

39 黄昏の川 の眺め

IV.川 辺 の カ フ ェ

40 彼女 と彼 はテー ブルについている

ヌ ヴ ェ ー ル 、 ロ ワ ー ル 川 、 地 下 室 、

手 、 父、 部 屋 、 〈どれ く ら い の 時

間? 永遠 よ〉

41 ジ ュ ー ク ボ ッ ク ス と レ コ ー ド、 夜 ワル ツ 2分30秒

明け、硝酸塩、頭 の刈 り込み

〈家 に帰 るわ 〉、 叫 び、 部 屋 そ して

イ ン ク、 地 下 室 、 〈あ ん た を 想 い

出 し始 め る〉、 ロ ワー ル川 の岸 、

死 の庭 園、〈それ がわ た しの初恋

よ〉、 び ん た

42 坊 主 頭 、 パ リへ 出発 (日 本 の歌 い 手 の レ コー ド) 1分50秒

〈14年 が経 った わ〉 〈まだ 苦 しみ を 抒情 の テ ーマ 25秒

思 い出す わ 〉、 〈あ なた の 夫 は、 そ

の話を知 ってい るかい?〉 かれら

は立 ち あ が り、再 び 座 る。 〈数 年

後私があんたを忘 れるとき〉

43 カ フ ェの消 灯 ピア ノ ソロの ノク タ ー ンの形 で の 1分40秒

川 の テ ー マ

44 カ フ ェの前 の、 出 口で 、 二 人 は別

れ る
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V.エ ピ ロ ー グ

45
    一

ホテルに昃 る

回廊でのためらい

46 部 屋 、洗 面 所 、蛇 口へ 頭 、<ド イ

ツ人 との青春 の恋〉 ヌ ヴ ェ ー ル の テ ー マ 14秒

頭 を立 て直 し く私 た ち の物 語 を

語 った わ〉 ヌ ヴ ェ ー ル の テ ー マ 17秒

部 屋 か ら、 ホ テル か ら出 る

47 川 辺 の カ フ ェの前 で ピ ッ コ ロ と ク ラ リネ ッ ト と ギ タ ー 50秒

に よ る川 の テ ー マ

内的 独 白、 彼 の到 着 、 移 行 の テ ー マ(身 体 と川 の テ ー 25秒

マ)

〈広 島にとどまれ〉、彼の出発

48 彼女 と彼 はつづ く

〈広 島にとどまれ〉

彼女は遠 ざか る

ギ タ リス トへ の移 行

49 夜 の歩 行 、 内 的 独 白、 ヌ ヴ ェー ル (短い楽章) 2分33秒

と広 島 の交 錯 した イ メ ー ジ ピ ア ノに よ る身体 の テ ーマ 、 それ

か ら プ ロ ロー グ の 主 要 な テ ー マ

(平和 記 念資 料 館)を 喚 起 す る

オ ー ケ ス ト ラ の 介 入 、 そ れ か ら

オ ー ケス トラに よる身 体 の テ ー マ

で 、 フ ィ ナ ー レ の フ ェ ル マ ー タ に

支配 されている

50 駅 の 前 、<あ ん た が ヌ ヴ ェー ル で

死 んで ほ しか った 〉

51 駅 の中 に入 る、〈わた しが忘 れて ヌ ヴ ェ ー ル の テ ー マ 14秒

い た ヌ ヴ ェ ー ル 〉

彼の到来

新た な内的独 白 ヌヴ ェ ール の テ ーマ が つづ き、 身

体 の テ ー マに落 ち る

ロ ワー ル川 、廃 墟 、 納 屋 、恋 人 た ピア ノ、 そ れ か ら オ ー ケス トラそ 1分30秒

ち 、駅 で の 若 い女 、 〈忘 却 は あ ん して とま る、 そ して 忘却 の テ ー マ

たの 目からはじまるわ〉 があらわれ る

彼 と日本の老婆
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52 彼女が駅 を出る 移 行 の テ ーマ が つ づ き、 身 体 の 45秒

テ ーマ へ解 消

彼女は カサブランカに入 る、今度

は彼が到着 し、入 る

53 カサ ブ ラソ カ ：彼 らは座 り、 互 い 忘 却 の テ ー マが つづ いて

に見詰め合 う、彼の強 い眼差 し

夜明け

54 夜明けの町の三つの眺望 つ づ い て

55 部屋 ：彼が入 る 完成する 2分10秒

彼女は離 れる、彼は彼女に追 いつ ピ ア ノ の ク レ シ ェ ン ド と オ ー ケ ス 18秒

く、 〈私 は あ なた を忘 れ るわ 〉 トラの フ ォル テ ィシ モ に よ る忘 却

〈君 の 名 は ヌヴ ェー ル だ〉 の テ ー マ、 叫 び の よ うに、 突然 の

停止

 「方 眼 紙 上 に 図 表 に よ っ て 『二 十 四 時 間 の 情 事 』 を 分 析 す る な ら ぽ 、 四 重

奏 曲 に近 い も の に 立 ち会 うこ と に な ろ う。 主 題 と、 第 一 楽 章 か ら の変 奏 。 そ

こか ら繰 り返 し、 反 復 が 出 て くる(…)。 こ の 映 画 の 最 終 章 は 、 ゆ っ く り と

した 、 面 食 らわ せ る よ うな 楽 章 に な る。 そ こに デ ク レ ッシ ェン ドが あ る。 そ

れ は 映 画 に三 角 形 の 、 漏 斗形 の構 築 を あた ，xる。」 と ア ラ ン ・レ ネ は宣 言 し、

「し ぼ し ぼ、 カ ッ ト割 に お い て 、 私 は ひ とつ の イ メ ー ジ か ら出 発 し、 そ の ま

わ りで 他 の イ メ ー ジ の楽 章 が 展 開 し、 音 楽 の構 成 が そ うで あ る よ うに 最 初 の

イ メ ー ジ と連 動 し て い な け れ ぽ な ら な い 。」 と論 じ、 人 物 は 「和 音 コー ドの

よ うに 位 置 付 け 」、 映 画 音 楽 に つ い て は 、 「ドラ マ テ ィ ック な ア ク シ ョ ン に

よ って 構 築 さ れ て は な らず 、 逆 に 、 人 物 の感 情 に よ っ て構 築 され ね ぽ な ら な

い」 とい う。 ジ ョヴ ァ ン ニ ・フ ス コは 、 ピ ア ノ、 フル ー ト、 ピ ッ コ ロ、 ク ラ

リネ ッ ト、 ヴ ィオ ラ、 チ ェ ロ、 コ ン トラノミス 、 イ ソ グ リ ッシ ュ ・ホ ル ン、 そ

れ に ギ タ ー を使 った 独 自の 楽 器 編 成 の オ ー ケ ス トラ に よ って 、 この 映 画 の 感

情 的 な価 値 を 生 み 出 した よ うだ 。 音 楽 作 品 の よ うに考 え られ た 『二 十 四 時 間

の情 事 』 は 、 二 つ の 都 市(広 島 と ヌ ヴ ェ ール)、 二 人 の 登 場 人 物(フ ラ ン ス

人 女 優 と 日本 人 建 築 士)、 二 つ の 恋(過 去 の恋 と現 在 の 恋)で 構 成 さ れ て 、

しか も忘 却 、 身 体 、 ヌ ヴ ェ ール 、 病 院 、 平 和 記 念 資 料 館 、廃 墟 、 負 傷 者 、 観
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光 、 川 、 ワ ル ッな ど じつ に様hな 音 楽 的 な テ ー マ が あ る。 これ らの 音 楽 的 な

テ ー マ に 、 音 響 的 な テ ー マ(こ お ろ ぎ 、 カ エ ル 、滝 、 シ ャ ワ ー、 屋 台 の チ ャ

ル メ ラ、 川 の小 波 、 通 行 人 の 咳 、 路 上 ミュ ー ジ シ ャ ン の ギ タ ー、 教 会 の 鐘 、

車 の急 ブ レ ー キ 、祭 囃 子 、 学 生 の デ モ 、 そ し て フ ラ ソ ス人 女 性=エ マ ニ ュエ

ル ・ リヴ ァの 声 の ヴ ァ リエ ー シ ョソ)と 沈 黙 が合 流 す る。
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忘 却 の テ ー マ

 クレジットタイ トルの背後に流れ る音楽は、4分 の6拍 子のテヌー トで同

じ6つ の音符で3小 節ほどリズムを刻むと、 ピアノによるなだ らかな3連 音

符が2小 節続 くことによって、「異様 で悲嘆な風土を創 りながら、映画への

導入の役割を演 じている」。 これが忘却のテーマである。「忘却がすべてを奪

う」 とい うセ リフとともにシークエンス51の 広 島駅 の待合室で この忘却の

テーマが現れ、 さらにカサブランカではフランス人女性 と日本人建築士が見

詰め合 うなかで再度このテーマが奏でられ、夜明けの町を背景に三度流れ、

最後 に、彼女の部屋 に戻って 「あなたを忘れ るわ、も う忘れたわ、私を見
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て 」 と 叫 び 、 「広 島、 あ な た の 名 前 」 言 う と、 日本 人 建 築 士 が 「きみ の 名 前

は ヌ ヴ ェー ル 、 フ ラ ン ス の ヌ ヴ ェ ール 」 と言 い 終 わ った と こ ろ で 、 不 協 和 音

の 混 じ っ た 忘 却 の テ ー マ が 絶 望 的 な 叫 び声 の よ うに終 わ る。 フ ィナ ー レで あ

る。

 
 

”

身体 の テ ーマ

 冒 頭 か ら男 と女 の 身 体 が 抱 擁 し合 っ て い る、 汗 で光 っ て い る裸 の 肉体 の 映

像 と と もに 、 身 体 の テ ー マ は、 最 初 は ピア ノだ け そ れ か ら オ ー ケ ス トラで 重

く熱 い調 子 を 帯 び て奏 で られ て い るが 、 二 人 の顔 の シ ョ ッ トに な る と、 こ の

テ ー マ は 消 え る。 イ短 調 の4分 の4拍 子 。 病 院 の テ ー マ(ビ オ ラ と コ ソ トラ

バ ス と ピ ア ノ)の あ と に再 び 身 体 の テ ー マ の 変 奏 が 現 れ 、 平 和 記 念 資 料 館 の

テ ー マ(不 安 げ で速 い 曲調 は見 物 客 の の ろ い歩 み と コン トラ ス トを な す)の

あ とま た ほ ん の一 瞬 の 身 体 の テ ー マ の 変 奏 が 続 き、 負 傷 者 の テ ー マ(ホ ル ソ

に よ る甘 美 な音 楽 とス タ ッ カ ー ト)、 廃 墟Aの テ ー マ(ホ ル ン で ス タ ッカ ー

トで 区 切 られ た ピ ッ コ ロで 、 『夜 と霧 』 を想 起 させ る)、 廃 墟Bの テ ー マ の あ

と身 体 の テ ー マ が 、 廃 墟B、 廃 墟Aが 奏 で られ た あ とに 身 体 の テ ー マ が 、 平

和 記 念 資 料 館 の テ ー マ 、 負 傷 者 の テ ー マ(ピ ア ノ の 連 打 音)、 観 光 の テ ー マ

と続 い た 後 で 忘 却 の テ ー マ と身 体 の テ ー マ が 繰 り返 さ れ 、 負 傷 者 の テ ー マ

(ビ オ ラ と コ ソ トラ バ ス の ユ ニ ゾ ソ)の あ とに 身 体 の テ ー マ が 現 れ る と い う

よ うに 、 フ ラ ソス 女 性 と 日本 人 男 性 の 官 能 的 で穏 や か で秘 め や か な 身 体 の絡

み と、 原 爆 を受 け た 広 島 の惨 状 を示 す 映 像 とを 、 暗 く内面 的 な音 楽 と外 的 で

甲高 い 不 協 和 音 の 音 楽 に よ っ て交 互 に 表 象 して い る。 現 在 の 広 島 の 街 を トラ

ヴ ェ リソ グ しな が ら、 身 体 の テ ー マ(オ ー ケ ス トラ)が 奏 で られ る。 身 体 の

テ ー マ は、 現 在(抱 き合 う二 人)の 愛 と過 去(青 春)の 愛 が 結 び つ く34シ ー

ク エ ン ス(日 本 人 建 築 士 の 家 の 中 で 始 ま り、 ヌ ヴ ェ ー ル の 青 春 が 想 起 さ
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れ る)で は じめ て 再 現 さ れ 、 さ ら に ヌ ヴ ェ ー ル の イ メ ー ジ と広 島 の イ メ ー

ジ が 交 差 す る夜 の 歩 行 の シ ー ク エ ソ ス49で 、三 た び現 れ る こ と に な る。 そ

して 大 団 円 の 広 島駅 で 身 体 の テ ー マ が 忘 却 の テ ー マ と交 互 に 出 て く るだ ろ

う。

OTTAV/NQ

CHITAR4A

orr.

CH'7・

川 の テ ー マ

 広 島 に お け る七 つ の支 流 を 持 つ 大 田 川 と、 ヌ ヴ ェ ー ル を 流 れ る ロ ア ー ル川

と が 、 広 島 と ヌ ヴ ェ ール を 結 ぶ 共 通 の イ メ ー ジ で あ る。 川 の テ ー マ の 音 楽

(フ ル ー ト)は 、 牧 歌 的 で 美 しい 曲 調 だ 。 シ ー ク エ ン ス19で は、 身 体 の テ ー

マ(オ ー ケ ス トラ)を 流 しな が ら広 島 の 街 が トラ ヴ ェ リソ グ され る。 シ ー ク

エ ソ ス23の フ ラ ンス 女 性 が眺 め る テ ラス の シ ー ンで は、 川 の テ ー マ(幸 福 な

音 楽)が 流 れ る が 、 日本 人 建 築 士 の ベ ッ ドで の寝 姿 が 過 去(ド イ ッ人 兵 士 の

最 期)を 呼 び 覚 ま す と同 時 に 不 安 な不 協 和 音 に 変 わ る。 音 楽 的 な 対 比 の 際

立 った と こ ろで あ る。 厂世 界 は楽 しか った 」 とい う 日本 人 の セ リフ と と も に 、

抒 情 の テ ー マ が 流 れ る。 鐘 の音 が 背 後 で流 れ る な か で 、 二 人 の 会 話 が続 く。

「私 は きみ に ま た 会 い た い」 と言 う 日本 人 に対 し て 、 青 春 と狂 気 の ヌ ヴ ェ ー

ル が 彼 女 に よ っ て言 及 され る。 日本 人 の 家 の 部 屋 で 「こ こを 出 た い」 と言 う

フ ラ ン ス女 性 に 対 して 「あ と16時 間 つ ぶ さ な けれ ば」 と答>xて い る と き、 す

で に 川 の テ ー マが 奏 で られ て い る。 そ して原 爆 ドー ムの 見 え る 黄 昏 の川 の 流

れ と とも に ピ ッ コ ロ とギ タ ー に よ る川 の テ ーマ が 続 く。
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ヌ ヴ ェ ー ル の テ ー マ

轟 …≡銭 羞垂 萋 薑≡≡蘯≡≡自・一
蕣≡讙 ≡萋； 藍 ；壷 ；…≡.一一

ワル ッ(作 曲家 の 自筆)

 日中 の 映 画 撮 影 の シ ー ン(シ ー ク エ ン ス30～33)で は 、祭 りの 行 列 、 反 戦

デ モ な ど、 笛 や 囃 子 そ し て ワ ッシ ョイ ワ ッシ ョイ と い う学 生 た ち の一 本 調 子

の 叫 び声 を 使 用 し(フ ラ ン ス側 か ら見 れ ぽ 、 エ キ ゾ テ ィス ム溢 れ る音 楽 と音

響 と声 に な っ て い る)、 日本 人 建 築 士 の 部 屋 で は身 体 の テ ー マ が 奏 で られ る。

過 去 す な わ ち ヌ ヴ ェ ール へ の 回 想 へ 向 か う と、 ヌ ヴ ェー ル の テ ー マ が 奏 で ら
                                                             

れ る。 ヌ ヴ ェ ー ル の テ ー マ は フ ラ ン ス 女 性 の 青 春 の 幸 福 な 想 い 出(自 転 車 を

と ばす シ ー ン、 野 原 を 走 る シ ー ン)で 、 ス ピ ー ド感 の あ る快 活 な 曲調 で 繰 り

返 さ れ る。 ドイ ッ兵 との 青 春 の 恋 が 回 想 され る と き に奏 で られ る ヌ ヴ ェ ー ル

の テ ー マ は 、 こ の 映 画 で 唯 一 明 る く軽 快 で 幸 福 の 瞬 間 を具 現 し て い るが 、 エ

ピ ロー グ に な っ て川 の テ ー マ や 身 体 の テ ー マ さ ら に忘 却 の テ ー マ に呑 み 込 ま

れ る よ うに 消 え て行 く。 黄 昏 の 川 辺 の カ フ ェ ・ど 一む で 、 ジ ュー クボ ック ス

か ら抒 情 的 な ワ ル ツ(ジ ョル ジ ュ ・ ドル リ ュ作 曲)が 流 れ る。 そ の 間 ドイ ツ

兵 へ の 恋 に狂 っ て い た フ ラ ン ス女 性 の過 去(初 恋)へ の愛 惜 が 告 白 す る よ う
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に 語 ら れ る。 彼 女 の顔 は川 面 の反 射 光 で揺 ら い で い る。 三 拍 子 の ワル ッは 静

か に抒 情 的 に演 奏 され る。 厂そ れ が 私 の 初 恋 よ」 と過 去 の 思 い 出 に 浸 り溺 れ

か か っ た彼 女 へ の び ん た で 現 在 に 目覚 め させ る。 さ らに 日本 人 女 性 歌 手 の レ

コ ー ド(異 国 情 緒 あ ふ れ る音 楽)が 流 れ る。 チ ャル メ ラ と カエ ル の鳴 き声 。

カ フ ェの 消 灯 と と もに ピ ア ノ ソ ロの ノク タ ー ン形 式 に よ る川 の テ ー マ で 終 わ

る。 こ の よ うに 日本 人 建 築 士 との 会 話 を通 し て、 過 去 の 青 春 の 恋 愛 を追 体 験

し、 つ い に ヌ ヴ ェー ル で の時 間 が 優 位 に立 つ こ とに な る。 洗 面 所 で 顔 を洗 い

なが ら、 ヌ ヴ ェー ル の テ ー マ が 流 れ る。 彼 女 は独 白 す る 「ヌ ヴ ェ ー ル で ドイ

ツ人 に恋 を した 」 と。 最 後 に駅 の 中(シ ー ク エ ン ス51)で 「私 が 忘 れ て い た

ヌ ヴ ェー ル 」 と、 ひ と り自分 自身 に 向 き合 うと き 、 ヌ ヴ ェ ール の テ ー マ が 現

れ る の だ。

GTT.

ct・

fOA

Pf.

平和記念資料館1の テーマ

Pf.

，rkrc.

平和記念資料館2の テーマ

元 気 の よ い ア レ グ ロで 、 ピ ア ノの伴 奏 に乗 っ か っ て フル ー トの旋 律 と ク ラ
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f[.

fOR.

廃墟1の テ ーマ
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σ77㌔

cnR.

orr・

11DR.

廃 墟2の テ ーマ

F!・・

Cb

COR・

Y[A・

一F一 一 一 〉 冫 顕一 〉

           廃墟3のテーマ
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リネ ットの トレモロが続 く、にぎにぎしく快活な曲調で、平和記念資料館の

テーマ1は 奏でられる。続いて、四分の三拍子か ら四分の二拍子になる変則

的なテソポの平和記念資料館のテーマ2が 奏でられる。映像(ゆ っくりとし

た歩行)と 音楽(速 いテンポ)の コン トラス トによって、映画を見るものを

飽 きさせない工夫が感 じられる。

 われわれは忘却 と、身体と、川 と、ヌヴェールのテーマが どうい うときに

現れるかを見てきたが、他方広島の平和記念資料館1、2や 、廃墟1、2、

3の 音楽の特徴は、速いテンポ、不協和音の多用、スタッカー トの繰 り返 し、

ピッコロによる高い音など、かな り異色の音調であることは疑 う余地はない。

                               《続 く》
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